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第26回毛呂山町フォトグランプリより
題名　『笑顔の夏祭り』
元気で祭りに参加していた娘さんの笑
顔が素敵だったので、思わず撮影させて
頂きました。
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『
議
場
で
の
質
疑
応
答
』

Ｑ　

町
内
に
希
望
し
て
い
る
企
業
は
あ

る
の
か
。

A　

こ
の
条
例
が
制
定
さ
れ
る
と
、
埼

玉
県
中
小
事
業
団
体
中
央
会
が
公
募
す

る
「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
が
優
遇
さ

れ
る
。
そ
ち
ら
に
は
１
件
の
問
合
せ
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ　

県
内
で
は
固
定
資
産
税
を
ゼ
ロ
と

中
小
企
業
に
新
た
な
活
力
を

　

中
小
企
業
の
生
産
性
革
命
実
現
の

た
め
、
一
定
期
間
内
に
町
の
認
定
を

受
け
た
生
産
、
販
売
活
動
等
の
た
め

に
導
入
す
る
新
た
な
設
備
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
が
３
年

間
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。

す
る
市
町
村
が
多
い
の
か
。

A　

県
内
全
て
ゼ
ロ
と
い
う
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
が
出
て
い
る
。

Ｑ　

設
備
投
資
を
す
る
と
、
労
働
人
員

の
削
減
に
な
る
場
合
が
あ
る
の
か
。

A　

人
員
削
減
を
目
的
と
し
た
取
組
み

を
計
画
認
定
の
対
象
と
し
な
い
と
導
入

指
針
に
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
町
導

入
促
進
基
本
計
画
を
策
定
す
る
。

『
議
場
で
の
質
疑
応
答
』

Ｑ　
町
長
が
適
当
と
認
め
る
定
義
は
。

A　

目
安
と
し
て
総
勤
務
時
間
５
千

時
間
、
総
勤
務
日
数
千
日
程
度
に
加
え
、

勤
務
姿
勢
が
適
正
で
あ
る
こ
と
。

学
童
保
育
支
援
員
の

�

資
格
の
拡
充

　

厚
生
労
働
省
令
の
改
正
に
伴
い
、

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
者
の
規

定
が
一
部
改
正
さ
れ
、教
諭
と
な
る

資
格
を
有
す
る
者
の
明
確
化
、ま
た
、

５
年
以
上
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業（
学
童
保
育
）に
従
事
し
た
者
で

あ
っ
て
、町
長
が
適
当
と
認
め
た
も

の
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ　

勤
務
経
験
が
豊
富
だ
が
高
校
を
卒

業
し
て
い
な
い
た
め
に
支
援
員
に
な
れ

な
い
従
事
者
（
補
助
員
）
は
町
に
い
る
か
。

A　
今
の
と
こ
ろ
い
な
い
。

Ｑ　

補
助
員
が
経
験
を
積
め
ば
支
援
員

に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
か
。

A　

埼
玉
県
の
研
修
を
修
了
す
る
必
要

が
あ
る
。

学童保育の充実を！

条
例
の
改
正
で
こ
ん
な
事
が
決
ま
り
ま
し
た

3月議会6月議会
　
平
成
30
年
６
月
定
例
会
は
、
５
月
31
日
か
ら
６
月
11
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
に
提

案
さ
れ
た
案
件
は
専
決
処
分
の
承
認
３
件
、
条
例
の
一
部
改
正
３
件
、
補
正
予
算
１
件
、
契
約
の
締
結
１
件
、

請
願
１
件
、
報
告
１
件
の
合
わ
せ
て
10
件
が
上
程
さ
れ
慎
重
な
る
審
議
を
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
議
会
に
お
け
る
一
般
質
問
は
11
名
が
登
壇
し
、
活
発
な
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
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下田泰章議員
　性的少数者の様々な諸問題解
決を図るため、自治体独自の条
例や要綱を定めパートナーシップ制度を創設し、
日本国憲法の原則である基本的人権の尊重を自
治体のルールに基づいて遵守している自治体も
ある。人は生まれながらに持っている、人間ら
しく生きる権利を大切にしなければならない。

賛成します

【請願】パートナーシップの公的認証

千葉三津子議員
　性的マイノリティで悩み苦
しみ社会の中で差別され、生
活上の不便も余儀なくされている方は少なくな
い。多様性のある社会の実現を目的に LGBT の
方々の人権を守る為にも既存の制度の中で権利
保障の観点からも小さな一歩として人権を尊重
し、平等で幸福に暮らせる町を作るべきだ。

賛成します
岡野　勉議員

　人口の約 8％が LGBT 等（当
事者）で不利益・差別が多く存
在し息苦しい。この現状を打破したい。人権の
尊重に基づく、性的少数者いわゆる『少数意見
に耳を傾け、少数意見を尊重する』町づくりこ
そが誰にとっても「安全・安心な住みよい町」「若
者が定住する町」です。

賛成します

弓田茂樹議員
　現行憲法下では、同性カップ
ルに婚姻の成立を認めていな
い。上位法が認めていないものを町が「太鼓判」
を押すことへは、相当の調査が必要。戸籍法や
民法における相続問題等との擦り合わせ作業等、
極めて検討期間を要するため請願採択への条件
が具備されていないと判断した。

反対します

活発な討論、賛成多数で採択される!
「毛呂山町におけるパートナーシップ制度の公的認証 および
 性的少数者に関する諸問題への取り組みに関する請願書」

紹介議員 牧瀬　明議員

全国の町村会議で初の請願採択！
　6 月議会に「パートナーシップの公的認証」創設を
求める請願が提出されました。内容は「同性カップ
ル（LGBT）等」の『パートナーシップ公的認証』に
関する請願。具体的には「認証制度」の創設、または
理解促進、性的少数者に住みやすい町づくり、同性カ
ップルを家族として扱う際の公的サービスの提示、教
育、医療、福祉、就業での差別を許さない施策などです。
　議会最終日の 6 月 11 日、請願は賛成多数にて採択
されました。全国の町村議会で初の請願採択となりま
した。

LGBTの語源
Ｌ： レズビアンのこと。女性の同性

愛者、女性にひかれる女性。
Ｇ： ゲイのこと。男性の同性愛者、

男性にひかれる男性。
Ｂ： バイセクシャルのこと。男性に

も女性にもひかれる人。
Ｔ： トランスジェンダーのこと。性

同一性障害や異性装者（男装、
女装）もこれに含まれる。
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※
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

�
【
５
千
４
５
０
万
円
】

　

観
光
農
園
型
の
施
設
野
菜
産
地
の
形
成

推
進
の
た
め
、
今
回
は
い
ち
ご
２
事
業
者
の

施
設
を
支
援
し
、
成
果
と
し
て
販
売
額
の
増

加（
10
％
以
上
）を
図
る
。

※�

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
コ
ミ
二
テ
ィ

　

助
成
事
業�

【
２
０
０
万
円
】

第
一
団
地
に
防
災
用
具
を
配
備

・
消
火
栓
ホ
ー
ス
格
納
箱　

６
箱

　

�（
ホ
ー
ス�

30
本　

消
火
栓
キ
ー
ハ
ン
ド
ル

他
）

・
折
り
た
た
み
リ
ヤ
カ
ー　

６
台

・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー　

４
台

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
と
は
？

　

地
域
の
営
農
戦
略
と
し
て
定
め
、
す
べ
て

の
農
産
物
を
対
象
と
し
て
意
欲
の
あ
る
農

業
者
等
が
高
収
益
な
作
物
栽
培
体
系
へ
の

転
換
を
図
る
た
め
総
合
的
に
支
援
す
る
事

業
。

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

助
成
金
事
業
と
は
？

　　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
強
化
を
図
り
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
助
成
を
行
う
事
業
。

下
田
　
泰
章

平
野
　
　
隆

澤
田
　
　
巌

牧
瀬
　
　
明

弓
田
　
茂
樹

荒
木
か
お
る

千
葉
三
津
子

村
田
忠
次
郎

岡
野
　
　
勉

小
峰
　
明
雄

高
橋
　
達
夫

長
瀬
　
　
衛

堀
江
　
快
治

佐
藤
　
秀
樹

審
議
結
果

一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

条
例
の
改
正

専決処分（税条例、都市計画税条例、国民健康保険税条例の
改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 承　　認

税条例の改正 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例、介護保険条例の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

毛呂中体育館改修工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

請願（毛呂山町におけるパートナーシップの公的認証および性
的少数者に関する諸問題への取り組みに関する請願） ○ × × ○ × ○ ○ × ○ 退

席 × ○ ○ 議 採　　択

●議案の審議結果（6月定例会）

議　　　案

議　員　名

○は賛成　×は反対　議は議長 

補 

正 

予 

算

守ろう！自分たちの地域防災 いちご栽培で町に活気を！
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施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
外
装
の
塗
装
や

衛
生
器
具
、
放
送
設
備
等
の
大
規
模
改
修

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

請
負
業
者

㈱
エ
ム
・
テ
ッ
ク　

坂
戸
事
務
所

請
負
金
額

１
億
２
９
７
２
万
９
千
６
０
０
円

毛
呂
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

�

（
全
員
賛
成
承
認
）

　

５
月
22
日
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
議
会
活
動
の

活
性
化
や
紙
資
料
の
削
減
に
向
け
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
操
作
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
先
進
地
の
事

例
や
費
用
対
効
果
な
ど
、
活
発
な
質
問
や
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

＊
専
決
処
分
と
は
＊

本
来
、
議
会
の
議
決
・
決
定
を
経
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
柄
に
つ
い
て
、
首
長
が
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
い
て
、
議
会
の
議
決
・
決
定
の

前
に
自
ら
の
権
限
で
処
理
す
る
こ
と
。

毛
呂
山
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

�

（
全
員
賛
成
承
認
）

毛
呂
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

�
（
全
員
賛
成
承
認
）

毛
呂
山
中
学
校
体
育
館
改
修

工
事
請
負
契
約
の
締
結

専 

決 

処 

分

12月には工事が完了し綺麗に蘇る体育館

国会でも一部資料のペーパーレス化の導入が検討されている
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▪問
　
平
成
28
年
度
に
行
っ
た
通
学
路

安
全
総
点
検
で
、
指
摘
さ
れ
た
危
険

箇
所
は
何
件
か
。

答　
９
件
あ
り
、
内
３
件
は
対
策
済

み
で
今
年
度
は
３
件
の
対
策
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▪問
　
下
校
途
中
「
習
い
事
に
行
く
の

で
」
と
、
親
が
児
童
を
自
動
車
に
乗

せ
て
帰
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
学

校
は
認
め
て
い
る
の
か
。

答　
規
定
を
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

▪問
　
児
童
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る

た
め
、
一
人
下
校
と
な
る
場
合
が
増

え
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
見

守
り
を
ど
う
す
る
の
か
。

答　
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
や
防
犯
ゆ
ず
の
皆
さ
ん
等
の
地
域

の
力
、
地
域
の
目
が
最
も
頼
り
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

▪問
　
地
域
で
見
守
り
を
し
て
く
だ
さ

る
方
は
高
齢
な
方
が
多
く
、
毎
日
約

２
時
間
の
見
守
り
は
重
労
働
で
す
。

何
か
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
平
山
を
訪
ね
た
が
、
あ
た
た
か

く
子
ど
も
を
迎
え
る
地
域
の
方
々
の

姿
に
感
動
し
た
。
こ
れ
か
ら
熱
中
症

等
が
心
配
な
時
期
。
学
校
が
高
齢
者

へ
配
慮
す
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。
町

長
と
し
て
も
、
町
を
挙
げ
て
子
ど
も

を
守
る
こ
と
に
力
を
入
れ
ま
す
。

行
政
区
か
ら
の
要
望
等
に
対
す
る
回

答
に
つ
い
て

▪問
　
各
区
か
ら
の
書
面
で
の
要

望
に
対
す
る
「
検
討
結
果
の
報

告
」
に
つ
い
て
、
総
務
課
と
同

様
、
他
の
課
で
も
書
面
で
の
回

答
に
で
き
な
い
か
。

答　
要
望
は
多
種
多
様
で
予
算

が
必
要
な
も
の
等
、
即
答
で
き

な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
各
行
政

区
と
の
信
頼
関
係
は
重
要
で
あ

り
、
誠
意
あ
る
対
応
が
大
切
と

考
え
ま
す
。
行
政
区
か
ら
出
さ

れ
た
要
望
に
つ
い
て
は
、
そ
の

都
度
、
町
の
考
え
や
対
応
を
回

答
で
き
る
よ
う
、
全
庁
を
通
し

て
調
整
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て

答 

町
を
挙
げ
て
子
ど
も
を
守
る
こ
と
に
力
を
入
れ
ま
す

見守りボランティアさんへ「ひとやすみの椅子」

◦若年層世代への施策を今後どう考えるのか
◦民俗流鏑馬の保存・継承調査報告書を受けて
� 下田　泰章

◦通学路の安全対策
◦行政区からの要望等に対する回答� 村田忠次郎

◦総合戦略の進捗
◦新副町長のご決意を聞く� 長瀬　　衛

◦障害者に対するマーク
◦男女共同参画の取り組み
◦糖尿病予防� 荒木かおる

※ 一般質問の本文は、主な質問と答弁を本人が編集し
ています。

◦がん教育の推進
◦幼児教育無償化
◦地域包括ケアと高齢者福祉
◦農産物加工ｾﾝﾀ-の搾汁棟の稼動状況� 平野　　隆

◦教育・子育て環境の充実
◦観光施策
◦自転車の安全利用の促進
◦障害者優先調達推進法� 小峰　明雄

◦国民健康保険� 牧瀬　　明

◦毛呂山町地域福祉及び活動計画� 弓田　茂樹

◦６次産業の今後� 澤田　　巌

◦学校給食の食品ロス（残渣）への取り組み
◦一般質問のフィードバック
◦登下校時の安全確保� 千葉三津子

◦�川角駅周辺整備及び、森戸橋架け替え工事の進
捗状況、課題
◦崇徳寺跡の保存・整備と今後の課題� 岡野　　勉

一般質問 町政を問う！
 〜11人が登壇〜

村田忠次郎
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声をカタチにした施策の実行を求める！ヘルプマークは援助を必要としているマークです

若
年
層
世
代
の
施
策
を
今
後
ど
う
考
え
る
!?

答 

若
い
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
調
査
方
法
等
を
検
討
す
る

▪問
　
今
年
度
は
、
第
三
子
出
産
祝
い

金
制
度
や
親
と
一
緒
に
子
育
て
応
援

事
業
と
い
っ
た
若
い
世
代
へ
の
予
算

が
実
績
を
も
と
に
減
額
さ
れ
た
。
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
町
の
特

色
を
生
か
し
た
子
育
て
環
境
の
整
備
、

充
実
を
図
る
べ
く
鋭
意
努
力
す
る
。

▪問
　
第
三
子
出
産
祝
い
金
制
度
の
当

初
予
算
額
は
５
０
０
万
円
。
昨
年
度

町
の
出
生
数
は
１
５
７
人
、
年
間
出

生
数
を
２
０
０
人
と
見
込
ん
で
も
、

出
生
者
全
員
に
２
万
円
の
祝
い
金
を

支
給
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
税

の
公
平
性
と
言
う
観
点
か
ら
町
の
考

え
を
伺
う
。

答　

抜
本
的
な
課
題
解
消
に
向
け
、

様
々
な
角
度
か
ら
子
育
て
し
や
す
い

環
境
整
備
の
取
り
組
み
を
検
証
し
て

参
り
た
い
。

▪問
　
子
育
て
世
代
か
ら
は
、
町
外
の

医
療
機
関
に
あ
っ
て
も
窓
口
払
い
廃

止
を
求
め
る
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま

す
。
町
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
指
定
医
療
機
関
の
事
務
量
の
増

加
や
効
率
的
に
行
え
る
体
制
の
構
築
、

地
元
医
師
会
等
の
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
広
域
で
の
実
施
に
向
け

て
は
相
応
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
が
、

近
隣
市
の
動
向
を
注
視
し
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

民
族
流
鏑
馬
の
保
存
・
継
承
調
査
報

告
書
を
受
け
て

▪問
　
報
告
書
の
結
果
を
受
け
、

町
で
は
今
後
の
流
鏑
馬
に
対
す

る
課
題
解
消
に
向
け
ど
の
様
な

対
応
を
す
る
の
か
。

答　
ど
の
祭
馬
区
も
金
銭
的
負

担
や
後
継
者
不
足
に
よ
る
人
員

的
負
担
な
ど
様
々
な
課
題
が
存

在
し
て
い
る
。
町
で
は
、
観
光

資
源
と
し
て
次
世
代
へ
継
承
を

進
め
て
行
く
た
め
に
、
駐
車
場

や
警
備
の
問
題
、
金
銭
的
負
担

の
軽
減
の
た
め
に
も
活
用
で
き

る
特
定
財
源
の
調
査
・
研
究
を

今
後
、
町
全
体
で
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

▪問
　
障
害
者
の
各
種
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
に
つ
い
て
各
施
設
の
設
置
状
況
、

周
知
に
関
し
て
如
何
か
。

答　
表
示
は
駐
車
場
９
施
設
、
ト
イ

レ
９
施
設
、
エ
レ
ベ
ー
タ
５
施
設
と

な
っ
て
い
る
状
況
。
ま
た
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
運
用
が
統
一
的
に
行
わ
れ

て
い
な
い
た
め
、
マ
ー
ク
の
意
味
が

一
般
に
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

管
財
課
と
し
て
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に

関
す
る
周
知
活
動
は
特
に
行
っ
て
い

な
い
。

▪問
　
県
で
は
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
導
入

す
る
と
い
う
事
だ
が
、
本
町
の
導
入

に
つ
い
て
は
如
何
か
。

答　
県
で
は
本
年
７
月
30
日
以
降
各

市
町
に
配
布
さ
れ
る
予
定
。
町
と
し

て
も
既
存
の
障
害
者
に
関
す
る
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
も
合
わ
せ
周
知
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

女
性
議
会
の
導
入

▪問
　
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
の

観
点
か
ら
、
女
性
の
政
治
参
画
に
つ

い
て
、
本
町
で
夏
休
み
に
開
催
さ
れ

て
い
る
子
ど
も
議
会
同
様
、
女
性
の

町
政
参
加
へ
の
意
識
啓
発
を
図
る
と

と
も
に
女
性
の
視
点
か
ら
捉
え
た
意

見
や
要
望
、
提
案
な
ど
を
町
政
に
反

映
す
る
う
え
で
女
性
議
会
の
導
入
を

提
案
す
る
が
如
何
か
。

答　

全
国
で
も
い
く
つ
か
の
自
治
体

で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
女
性
の
町
政

参
加
へ
の
意
識
を
高
め
、
生
活

に
密
着
し
た
事
柄
に
関
し
、
女

性
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
問
題

を
捉
え
そ
れ
ら
の
意
見
を
町
政

に
反
映
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。

実
現
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

糖
尿
病
重
症
化
予
防

▪問
　
糖
尿
病
性
重
症
化
予
防
事

業
と
し
て
町
独
自
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
如
何
か
。

答　
糖
尿
病
の
値
が
異
常
に
高

く
、
医
療
機
関
未
受
診
者
に
対

し
受
診
を
促
し
結
果
を
保
険
セ

ン
タ
ー
に
報
告
頂
く
。
２
か
月

以
内
に
未
報
告
の
方
へ
直
接
強

い
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。

荒木かおる

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
周
知
徹
底
を

答 

他
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
も
合
わ
せ
周
知
を
図
る

下田　泰章
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▪問
　
全
計
画
の
基
礎
は
町
人
口
だ
。

総
合
戦
略
で
は
転
出
者
を
10
％
減
に

抑
え
る
目
標
だ
が
、
計
画
前
よ
り
後

の
方
が
30
％
減
に
な
っ
て
い
る
。
県

統
計
に
よ
る
と
県
内
63
市
町
村
中
、

人
口
増
減
率
55
位
で
特
に
、
転
出
が

転
入
を
上
回
る
率
は
60
位
と
深
刻
で

あ
る
。

答　
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。

▪問
　
全
国
自
治
体
に
お
い
て
住
基
人

口
が
国
勢
調
査
人
口
よ
り
多
い
の
は

86
％
。
逆
に
、
本
町
と
同
じ
く
国
調

人
口
が
多
い
の
は
１
８
９
０
市
町
村

中
２
７
１
市
町
村
。
内
、
差
が
５
％

以
上
は
僅
か
29
団
体
で
あ
る
。

　

本
町
は
昔
か
ら
国
勢
調
査
人
口
が

多
い
。
住
基
人
口
と
の
差
割
合
は
。

答　
27
年
度
の
国
勢
調
査
時
点
で
の

人
口
差
は
２
，
２
２
６
人
で
国
調
人

口
が
多
い
。
差
割
合
は
６
％
。

意
見　

全
国
的
に
特
異
な
人
口
形
態

で
あ
り
、
特
殊
事
情
を
踏
ま
え
行
政

サ
ー
ビ
ス
等
分
析
す
べ
き
で
あ
る
。

▪問
　
人
口
減
・
高
齢
化
や
地
域
経
済

衰
退
の
中
、
雇
用
創
出
は
難
題
だ
。

県
統
計
で
は
、
完
全
失
業
率
、
労
働

力
率
、
若
年
者
就
業
率
が
最
下
位
、

第
１
次
産
業
総
生
産
56
位
、
高
齢
者

就
業
率
60
位
、
全
体
の
町
民
所
得
61

位
と
経
済
指
標
が
低
い
。
歴
代
か
ら

引
き
継
ぐ
慢
性
的
課
題
を
再
認
識
し
、

そ
の
要
因
を
探
る
べ
き
だ
。

答　
経
済
活
動
の
活
性
化
施
策

を
推
進
し
て
い
く
。

新
副
町
長
に
聞
く

▪問
　
加
藤
副
町
長
に
期
待
し
た

い
。
指
名
委
員
長
と
し
て
政
治

倫
理
条
例
遵
守
の
決
意
は
。

答　

副
町
長
は
重
責
で
あ
る
。

法
令
遵
守
と
倫
理
感
を
高
め
て

役
割
を
果
た
し
て
い
く
。
指
名

委
員
長
と
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

意
見　

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
て
ほ
し
い
。
政
治
倫

理
条
例
に
関
す
る
件
の
取
扱
い

は
法
の
場
に
出
さ
れ
る
危
惧
も

あ
る
。
最
高
裁
判
例
等
を
精
査

し
、
慎
重
に
お
願
い
し
た
い
。

▪問
　
学
校
給
食
の
食
品
ロ
ス
削
減
と

再
利
用
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
食
育
の
授
業
で
食
の
重
要
性
を

理
解
出
来
る
よ
う
に
、
食
育
の
推
進

を
図
り
、
残
菜
は
堆
肥
化
な
ど
の
再

利
用
に
つ
い
て
研
究
し
て
参
る
。

▪問
　
平
成
29
年
に
毛
呂
山
小
学
校
の

３
・
４
年
生
を
対
象
に
残
食
量
を
調

査
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
こ
か
ら

見
え
て
き
た
こ
と
は
。

答　

野
菜
の
和
え
物
や
根
菜
類
が

入
っ
て
い
る
汁
物
は
、
カ
レ
ー
や
ハ

ン
バ
ー
グ
な
ど
の
献
立
に
比
べ
る
と

や
や
多
く
残
る
状
況
で
す
。
日
々
の

栄
養
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
、
メ

ニ
ュ
ー
の
工
夫
な
ど
を
し
て
参
る
。

▪問
　
学
校
で
の
食
育
や
環
境
教
育
に

関
す
る
取
組
み
の
お
考
え
は
如
何
か
。

答　
６
月
の
食
育
月
間
を
中
心
に
栄

養
教
諭
と
学
級
担
任
が
ペ
ア
と
な
り

進
め
る「
食
」に
関
す
る
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

一
般
質
問
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

▪問
　
年
４
回
行
わ
れ
る
一
般
質
問
の

事
後
の
対
応
と
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
の
お
考
え
は
如
何
か
。

答　
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
調
査

研
究
と
併
せ
て
検
討
し
て
参
る
。

登
下
校
時
の
安
全
確
保

▪問
　
新
潟
市
の
小
学
２
年
生
が
下
校

中
に
誘
拐
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま

し
い
事
件
が
発
生
し
た
。
当
町
で
は

防
犯
に
対
す
る
効
果
的
な
予
防

策
や
児
童
生
徒
へ
の
周
知
徹
底

は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず

の
方
々
や
多
く
の
地
域
の
皆
様

に
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
頂

い
て
い
る
。

▪問
　
安
全
な
環
境
づ
く
り
の
観

点
か
ら
、
通
学
路
の
繁
茂
し
て

い
る
樹
木
の
伐
採
の
お
考
え
は
。

答　
現
地
確
認
後
、
持
ち
主
に

連
絡
し
安
全
を
促
し
て
い
く
。

▪問
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ

い
て
の
お
考
え
は
。

答　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観

点
か
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

食材を無駄にしない！食べきることが食品ロスの削減につながる厳しい統計結果を抱えたままの毛呂山町

人
口
増
減
率
や
町
民
所
得
等
、
深
刻
な
状
況

答 

完
全
失
業
率
、
若
年
就
業
率
等
が
影
響
し
て
い
る

学
校
給
食
か
ら
見
え
て
く
る
今
後
の
食
育
と
環
境
教
育
の
取
組
み
は

答 

生
涯
を
通
じ
た
食
育
や
環
境
教
育
を
推
進
指
導
し
て
い
く

千葉三津子長瀬　　衛

食べずに捨てる
と「ごみ」に
なるんだね。

わたしたちの
食べ残しのこと
なのね。

食べられるのに捨てられる
食べ物のことを

食品ロスっていうんだ。
これがすごくたくさん

あるんだ。
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▪問
　
本
町
に
お
い
て
地
域
福
祉
の
確

立
は
最
重
要
課
題
と
考
え
る
が
。

答　

地
域
福
祉
の
確
立
は
、
制
度
・

分
野
ご
と
の
縦
割
り
、
支
え
手
、
受

け
手
と
い
う
関
係
を
越
え
て
、
住
民

や
地
域
の
様
々
な
実
施
主
体
が
一
体

と
な
っ
て
目
指
し
て
い
く
も
の
。

▪問
　
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
と
い
う

と
、
行
政
は
手
を
出
さ
ず
、
今
後
の

福
祉
は
地
域
で
補
い
な
さ
い
。
と
も

聞
こ
え
る
が
。

答　
今
日
起
き
て
い
る
課
題
の
多
く

は
、
人
と
人
の
繋
が
り
の
希
薄
化
が

起
因
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

地
域
は
、
高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童

な
ど
世
代
や
背
景
の
異
な
る
全
て
の

人
々
に
と
っ
て
の
生
活
の
基
盤
と
な

る
も
の
。
今
後
、
高
齢
化
の
進
展
に

よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
人
々
の
生
活

の
中
心
が
職
場
か
ら
地
域
に
移
る
た

め
、
生
活
の
基
盤
と
し
て
の
地
域
の

重
要
性
は
益
々
高
ま
る
。
地
域
住
民

が
、
様
々
な
地
域
課
題
に
主
体
的
に

取
り
組
み
、
そ
の
解
決
方
法
を
見
出

す
こ
と
で
、
地
域
を
豊
か
な
も
の
に

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

▪問
　
国
が
推
進
す
る
「
我
が
事
・
丸

ご
と
」
の
地
域
共
生
社
会
と
は
。

答　
地
域
の
住
民
や
多
様
な
主
体
が

現
在
抱
え
る
諸
問
題
を
「
我
が
事
」

と
し
、
人
と
人
が
世
代
や
分
野
を
超

え
「
丸
ご
と
」
繋
が
る
こ
と
で
、
住

民
一
人
一
人
の
暮
ら
し
と
生
き

が
い
、
地
域
を
共
に
創
っ
て
い

く
社
会
を
目
指
す
も
の
。

▪問
　
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
を

担
う
児
童
生
徒
へ
向
け
た
人
材

育
成
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答　

町
民
一
人
一
人
が
地
域
社

会
へ
の
関
心
を
高
め
、
住
民
同

士
の
支
え
合
い
を
推
進
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
児
童

生
徒
が
地
域
社
会
の
構
成
員
と

し
て
の
自
覚
を
深
め
、
町
民
の

一
人
と
し
て
地
域
貢
献
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
地

域
を
明
る
く
し
、
住
み
や
す
い

地
域
に
な
る
と
指
導
し
て
い
る
。

毛呂山町地域福祉計画

▪問
　
国
民
の
２
人
に
１
人
が
か
か
る

と
言
わ
れ
て
る
が
ん
で
あ
る
が
、
現

在
の
指
導
内
容
を
伺
う
。

答　

小
・
中
学
校
で
は
運
動
不
足
、

食
事
の
量
や
質
の
偏
り
な
ど
の
生
活

習
慣
の
乱
れ
と
が
ん
の
関
係
が
指
導

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

▪問
　
が
ん
教
育
の
今
後
の
方
向
性
は
。

答　
毛
呂
山
町
の
特
性
で
あ
る
医
療

と
福
祉
の
融
合
を
活
か
し
、
医
科
大

学
の
医
師
を
招し

ょ
う
へ
い聘
し
、
が
ん
教
育
に

つ
い
て
の
学
習
を
検
討
し
て
い
る
。

▪問
　
家
族
を
が
ん
で
亡
く
し
た
児
童

生
徒
に
対
す
る
配
慮
は
如
何
か
。

答　
最
大
限
の
配
慮
を
し
て
い
く
。

幼
児
教
育
無
償
化

▪問
　「
学
校
教
育
課
」
の
目
指
す
幼

児
教
育
を
伺
う
。

答　
全
て
の
子
ど
も
に
質
の
高
い
幼

児
教
育
の
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

▪問
　「
子
ど
も
課
」
の
目
指
す
幼
児

教
育
を
伺
う
。

答　
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ

る
よ
う
保
育
体
制
の
充
実
を
図
る
と

共
に
年
齢
や
成
長
に
あ
わ
せ
た
適
切

な
保
育
を
実
施
し
て
い
く
。

▪問
　
無
償
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
少
子
化
対
策
が
期
待
で
き
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
と
高
齢
者
福
祉

▪問
　
第
７
期
高
齢
者
福
祉
総
合
計
画

に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ

ま
で
も
安
心
に
、
自
分
ら
し
く・

い
き
い
き
暮
ら
す
ま
ち
・
も
ろ

や
ま
を
基
本
理
念
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

▪問
　
現
在
ま
で
の
成
果
は
。

答　
昨
年
度
は
５
ト
ン
の
ゆ
ず

か
ら
７
６
０
ℓ
の
果
汁
が
搾
ら

れ
製
品
化
さ
れ
た
。
順
調
な
運

営
で
あ
る
。

▪問
　
５
ト
ン
か
ら
７
６
０
ℓ
は

少
な
い
と
思
う
が
如
何
か
。

答　
ゆ
ず
と
は
そ
う
い
う
も
の
。

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

搾
汁
棟
の
稼
働
状
況
に
つ
い
て

医療と福祉の連携の町

今
の
地
域
福
祉
に
足
り
な
い
も
の
は
な
に
か
？

答 

我
が
事
・
丸
ご
と
の
地
域
共
生
社
会
を
目
指
す
！

が
ん
教
育
の
現
状
は

答 
町
内
全
て
の
学
校
で
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る

弓田　茂樹 平野　　隆
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▪問
　
２
０
１
９
年
に
は
熊
谷
市
で『
ラ

グ
ビ
ー
Ｗ
杯
』
の
試
合
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

４
種
目
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

特
に
ゴ
ル
フ
競
技
会
場
は
川
越
市
で

あ
る
。
桂
木
ゆ
ず
や
流
鏑
馬
、
町
の

Ｐ
Ｒ
に
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る

と
考
え
る
が
。

答　
川
越
都
市
圏
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
に
お
い
て
各
市
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
等

が
出
来
る
よ
う
に
、
関
係
機
関
に
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
速
道
路
の
Ｓ
Ａ
等
で
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
お
き
ま
し
て
も
国
内
旅
行

者
や
訪
日
外
国
人
向
け
に
本
町
の
桂

木
ゆ
ず
等
の
特
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

ま
す
。

▪問
　
国
際
大
会
に
お
い
て
は
、
食
品

安
全
な
ど
を
重
要
視
し
た
産
物
が
使

用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
思
う
が
。

答　
世
界
中
で
食
品
安
全
や
環
境
保

全
、
労
働
安
全
等
の
持
続
可
能
性
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
グ
ロ

ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
い
う
取
組
み
が
さ

れ
て
お
り
、
埼
玉
県
で
は
Ｓ

－

Ｇ
Ａ

Ｐ
と
い
う
独
自
に
制
定
し
て
お
り
、

こ
の
Ｓ

－

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
さ
れ
て
い
な

い
食
品
は
国
際
大
会
に
は
出
展
出
来

な
い
と
の
規
則
が
あ
る
。

▪問
　
本
町
の
ゆ
ず
農
家
は
日
本
一
の

ゆ
ず
を
作
る
専
門
家
で
あ
る
が
弱
点

と
し
て
販
路
開
拓
や
販
路
確
保

が
考
え
ら
れ
る
。
官
の
『
信
頼

性
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
と
民
の

『
経
験
と
技
術
』
が
一
体
と
な
れ

ば
本
町
の
６
次
化
は
進
展
す
る

と
考
え
る
が
。

答　
ゆ
ず
の
販
路
に
つ
い
て
は

町
か
ら
東
京
太
田
市
場
へ
働
き

か
け
を
し
、
冬
至
用
ゆ
ず
と
し

て
都
内
ス
ー
パ
ー
に
陳
列
さ
れ
、

市
場
入
荷
を
要
望
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
『
官
と
民
』
の
連

携
を
強
め
、
商
品
開
発
や
加
工

販
路
開
拓
な
ど
を
進
め
、
桂
木

ゆ
ず
な
ど
が
周
知
さ
れ
る
よ
う

に
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

毛呂山町を世界にアピール！

▪問
　
川
角
駅
周
辺
整
備
、
森
戸
橋
架

け
替
え
工
事
で
確
実
に
交
通
量
は
増

え
る
。
そ
の
場
合
、
通
学
路
の
安
全

対
策
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　

今
の
所
、
具
体
的
な
対
応
は
無

い
。
工
事
の
進
展
を
見
て
対
応
す
る
。

▪問
　
森
戸
橋
架
け
替
え
工
事
の
完
成

は
あ
と
３
年
を
切
っ
た
。
川
沿
い
の
団

地（
ひ
ば
り
が
丘
）の
通
学
路
が
心
配

だ
。
対
応
を
お
願
い
す
る
。

　

ま
た
、
40
年
か
ら
50
年
来
の
課
題

で
あ
る
西
大
久
保
交
差
点（
５
差
路
）、

１
年
間
の
交
通
事
故
件
数
は
ど
う
か
。

答　
平
成
28
年
３
月
か
ら
の
事
故
件

数
は
、
１
年
間
で
19
件
に
な
る
。

住
民
説
明
会
は
い
つ
開
催
す
る
か

▪問
　
１
年
間
で
19
件
の
事
故
。
毎
月

１
・
６
件
の
事
故
だ
。
町
民
の
生
命
・

い
の
ち
が
危
険
に
晒
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
交
差
点
の
改
良
は
「
待
っ
た

な
し
」「
切
実
な
住
民
の
願
い
」
だ
。

住
民
説
明
会
は
い
つ
開
催
す
る
の
か
。

答　

現
在
、
地
権
者
と
の
交
渉
に
当

っ
て
お
り
「
工
事
の
段
階
」
に
な
れ

ば
説
明
で
き
る
も
の
と
思
う
。

要
望　
「
工
事
段
階
」
で
は
遅
い
。
地

権
者
と
の
合
意
の
後
で
は
変
更
や
要

望
が
効
か
な
い
。
今
の
段
階（
構
想
）

で
地
区
住
民
、
利
用
者
の
話
を
総
合

的
に
聞
く
べ
き
だ
と
思
う
。

崇
徳
寺
跡
の「
史
跡
公
園
化
」と

�

「
延
慶
の
板
碑
」を
寺
に
戻
す

▪問
　
町
民
皆
さ
ん
か
ら
崇
徳
寺

の
「
延
慶
の
板
碑
」
安
置
場
所

を
元
に
戻
し
て
ほ
し
い
。
と
の

意
見
を
複
数
聞
い
て
い
る
。

答　
移
動
は
板
碑
の
破
損
な
ど

で
困
難
。
又
、
板
碑
の
位
置
が

特
定
で
き
ず
、
現
段
階
で
は
難

し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

▪問
　
現
代
の
移
動
技
術
を
活
用
。

位
置
も
「
県
指
定
遺
跡
」
故
に

特
定
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

　

埼
玉
県
屈
指
の
中
世
遺
跡
群

①
川
角
古
墳
群
②
鎌
倉
街
道
③

苦
林
宿
跡
を
合
わ
せ
た
公
園
化

と
全
町
民
の
議
論
が
必
要
だ
！

答　
充
分
検
討
し
て
行
き
た
い
。

事故の絶えぬ西大久保交差点

澤田　　巌

国
際
大
会
は
本
町
の
６
次
産
業
の
Ｐ
Ｒ
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
！

答 

「
官
・
民
」
の
連
携
を
強
め
、６
次
産
業
を
前
進
さ
せ
て
い
く
。

西
大
久
保
交
差
点
の
事
故
件
数
は

答 
１
年
間
で
19
件
の
交
通
事
故
！

岡野　　勉
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▪問
　
教
育
行
政
重
点
施
策
、
道
徳
教

育
の
充
実
に
、
い
の
ち
の
教
育
・
埼

玉
医
科
大
学
学
生
と
の
交
流
授
業
が

加
わ
っ
た
。
ま
た
、
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
医
療
と
福
祉
と
の
融
合
。
教
育

の
新
分
野
と
し
て
開
拓
ご
見
解
は
。

答　

直
接
医
療
を
通
し
て
、
い
の
ち

の
大
切
さ
を
学
ぶ
。
官
・
民
・
学
が

連
携
し
、
地
域
の
豊
か
な
教
育
環
境

を
活
用
し
、
子
ど
も
達
を
育
成
す
る
。

全
国
に
も
類
を
見
な
い
取
組
で
す
。

▪問
　
食
育
の
推
進
と
学
校
給
食
の
充

実
、目
標
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
は
。

答　

学
校
・
地
域
・
家
庭
が
、
一
体

と
な
っ
た
取
組
が
必
要
。

▪問
　
社
会
科
研
究
展
・
社
会
科
研
究

発
表
会
を
、
私
は
毎
年
見
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
会
場
が
狭

い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
改
善
等
は
。

答　

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
会
場
が

手
狭
に
な
っ
て
い
る
、
今
後
検
討
。

▪問
　
社
会
科
研
究
発
表
会
、
受
賞
し

た
８
作
品
が
発
表
。
受
賞
で
き
な
い

作
品
の
中
に
も
熱
意
を
も
っ
て
調
査
・

研
究
し
た
作
品
も
あ
る
。
受
賞
数
は

要
網
で
定
め
て
い
る
が
、
ご
見
解
は
。

答　
佳
作
な
ど
の
賞
を
鋭
意
検
討
。

▪問
　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
現
状
と
課
題
は
。

答　

情
報
連
携
を
行
い
、
切
れ
目
な

い
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

▪問
　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
含
む
、

全
て
の
旅
行
者
に
、
通
信
環
境
の
整

備
と
多
言
語
対
応
に
よ
る
情
報
発
信

等
は
重
要
ご
見
解
は
。

答　

無
料
通
信
環
境
の
整
備
す
る
こ

と
は
、
有
効
な
通
信
手
段
、
手
法
は
、

調
査
・
研
究
し
ま
す
。

▪問
　
５
月
は
、
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
強
化
月
間
。
取
組
は
。

答　

啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
自
転

車
の
マ
ナ
ー
や
保
険
へ
の
加
入
等
、
啓

発
活
動
を
行
っ
た
。

▪問
　
障
害
者
優
先
調
達
推
進
方
針
、

現
状
・
課
題
は
。

答　
平
成
29
年
度
は
、
目
標
額
の
30

万
円
を
上
回
る
実
績
額
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

物品等の調達のほか、販売機会の確保も重要

▪問
　
本
年
度
国
保
税
を
改
正
し
な
い

と
し
た
理
由
は
。

答　
平
成
30
年
度
に
つ
い
て
は
納
付

金
の
不
足
額
に
対
し
て
基
金
で
の
対

応
が
可
能
で
あ
る
。

▪問
　
納
付
金
の
支
払
い
方
法
は
。

答　

納
付
に
つ
い
て
は
、
４
月
に
納

付
金
額
の
15
％
、
７
月
か
ら
９
月
に

各
10
％
、
10
月
か
ら
２
月
に
は
各
11

％
、
年
間
９
回
に
分
け
て
の
納
付
。

▪問
　
こ
の
間
知
事
会
は
14
年
７
月
に
、

国
保
の
保
険
税
を
協
会
け
ん
ぽ
並
に

す
る
た
め
に
は
一
兆
円
の
国
庫
負
担

が
必
要
だ
と
し
、
昨
年
の
７
月
14
日

に
は
国
へ
の
要
望
で
国
保
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
に
係
わ
る
均
等
割
保
険

料
軽
減
惜
置
の
導
入
や
国
定
率
負
担

の
引
上
等
々
の
財
政
支
援
の
方
策
を

講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

国
保
の
構
造
問
題
と
は
。

答　
国
民
健
康
保
険
は
、
健
康
保
険

組
合
、
共
済
組
合
な
ど
と
の
年
齢
構

成
に
違
い
が
あ
り
、
国
民
皆
保
険
で

あ
る
こ
と
か
ら
高
齢
者
割
合
が
多
い
、

低
所
得
者
、
無
職
者
が
多
い
。

▪問
　
国
保
の
構
造
問
題
は
国
保
税
が

高
す
ぎ
る
こ
と
。
国
保
税
は
協
会
け

ん
ぽ
の
２
倍
で
す
。
住
民
課
に
よ
る

と
本
年
度
の
町
国
保
の
収
支
予
測
試

算（
表
）に
よ
る
と
、
県
が
町
に
示
め

し
た
納
付
金
額
に
対
し
て
、
支
援
金

分
と
介
護
分
で
約
１
億
２
０
０
万
円

不
足
し
、
計
約
８
６
０
０
万
円

不
足
で
す
。

　

こ
の
問
題
を
ど
う
解
決
し
て

い
く
の
か
。
国
保
加
入
者
に
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
は
い

か
な
い
で
し
ょ
う
。
行
政
、議
会
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
知
恵
も
か

り
て
誰
で
も
払
え
る
国
保
税
に

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答　

 

町
長　
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
　

 

副
町
長　

よ
く
精
査
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　

 

課
長　

い
ろ
い
ろ
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

納付金額と税収の比較（予想不足額）  H30.2.1現在

平
成
29
年
度
障
害
者
優
先
調
達
は

答 

新
た
に
、
清
掃
や
除
草
作
業
の
業
務
を
委
託

今
後
の
毛
呂
山
町
の
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

答 
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

� 単位：円

区　　分 医療分
後期高齢者
支援金分

介護分 計

納付金額…① 681,225,279 247,898,355 82,798,951 1,011,922,585

調整……② 121,311,649 20,834,975 9,060,118 151,206,742

基盤安定分（軽減分）…③ 82,981,800 18,859,500 7,775,150 109,616,450

必要な税収…④（① -② - ③） 476,931,830 208,203,880 65,963,683 751,099,393

徴収見込額　⑤
徴収率：91.5％

所得割：
医…6.0%、
支…1.6%、
介…1.2%
均等割：
医…33,000円、
支…7,500円、
介…11,500円

493,530,870 124,517,416 46,757,957 664,806,243

不足額　⑤ -④ 16,599,040 ▲�83,686,464 ▲�19,205,726 ▲�86,293,150

牧瀬　　明小峰　明雄
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埼
玉
県
町
村
議
会
議
長
会

　
長
瀬
　
　
衛
　
議
員

　
高
橋
　
達
夫
　
議
員

　
小
峰
　
明
雄
　
議
員

　�

　
町
の
議
会
議
員
と
し
て

　
20
年
以
上
在
籍

外の世界に眼を向けよう

　花岡 進さん

　蜂や蟻は集団から離
れては生きていけませ
ん。人は、幸か不幸か
「貨幣」という便利
なものを手に入れたため、１人でも生きて
いけるようになりました。しかし、そのよ
うな社会は本当に暮らしやすいのでしょう
か？高齢化社会の到来は不可避です。果た
して人口減を食い止めることが住民の幸せ
に通じるのでしょうか？今現在、何かに苦
しんでいる、困っている方々がいれば、自
分で出来る些細なことでも臆せずに手を差
し伸べることが、この社会を住みよくし、
人々が幸せに過ごす糧になるのではないで
しょうか？そのための一歩として、もっと
住民同士が何かの機縁で知り合う結節点を
多く持ち、お互いに助け合う「互酬社会」
にしていってはどうかと思います。

今後の町に期待する事

　新井 明美さん

　私は毛呂山町で生活を
して40年近くになりま
すが、今まで特に怖れる
ような災害もなく、安心
して過ごすことが出来た事に感謝していま
す。
　町政モニターの役員を通じて、今頃です
が・・・毛呂山町の抱える現在の空き家問
題や、変化していく毛呂山町に少しずつ関
心を持つようになりました。
　埼玉医大もあり、幼稚園や小学校、選んで
行ける程のスーパーも数々あり、私自身は交
通に不便も然程感じることもなく、住み心地
の良い毛呂山町だと思っていますが、あと少
し活気的な町づくりとして、毛呂山町のアピ
ールを盛大に上手く行い、毛呂山町全体が
一丸となって！！熱意ある、魅力ある町にな
っていけたらと思っています。

表
　
彰

　

夏
本
番
を
迎
え
暑
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

夏
と
言
え
ば
、
熱
中
症
で

す
。

　

熱
中
症
予
防
に
は
充
分
に

注
意
を
心
が
け
た
い
も
の
で

す
。（
水
分
補
給
）（
塩
分
補
給
）

（
睡
眠
環
境
の
保
持
）は
熱
中

症
に
は
欠
か
せ
な
い
大
変
に

重
要
な
予
防
対
策
で
す
。

　

そ
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
を
摂
り
、
暑
い
夏
を

乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

　

議
会
だ
よ
り
も
１
０
１
号

に
な
り
、
編
集
委
員
の
一
委

員
と
し
て
気
持
ち
も
新
た
に

町
民
の
皆
様
に
議
会
の
動
き

を
お
伝
え
出
来
る
よ
う
努
力

を
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

�

（
千
葉
三
津
子
）

6月定例会傍聴者数
本会議日 傍聴者数

5月31日（木） 1名
6月  1日（金） 18名
6月  4日（月） 38名
6月  5日（火） 3名
6月  6日（水） 4名
6月11日（月） 2名

計 66名

　

委
員
長 

下
田
　
泰
章

　

副
委
員
長 

荒
木
か
お
る

　

委　
　

員 

平
野
　
　
隆

　
　
　

〃　

 

澤
田
　
　
巌

　
　
　

〃　

 

千
葉
三
津
子

　
　
　

〃　

 

岡
野
　
　
勉

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 

（
議
長
）　

佐
藤
　
秀
樹

編
集
委
員

ま

町
政
モ
ニ
タ
ー
の
声


